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（要旨）
　オレゴン州はアメリカ合衆国本土太平洋岸の３つの州のうち中間に位置する州である。
日本との経済的な結びつきも強く、仕事や観光あるいは留学といった目的で同州を訪れる
人は多い。目的がそのいずれであっても、オレゴン州についてある程度の予備知識を持っ
て現地入りした方が、そうでない場合と比べ、より実り多い結果を期待できるであろう。し
かし日本では、アメリカ合衆国に関する情報は大量に流通しているようにみえるが、個々
の州や地方に関する情報、ことに日本語で書かれたものとなると意外に限定される。その
空白を埋める試みとして、オレゴン州の地理・歴史、政治・経済、社会・文化などについ
て、公的機関やメディアの情報と独自取材をもとに概要を紹介する。（その２）
（キーワード）アメリカ合衆国，オレゴン州，地理・歴史，政治・経済，社会・文化
行政―郡と市
　オレゴン州には全域をカバーする形で36の郡（カウンティ）が設けられている。これは南隣の
カリフォルニア州（58郡）のような面積・人口ともに大きな州と比べると少ないが、同じ太平洋
岸北西部に属するワシントン州（39郡）とはよく似た数字となっている。
　人口の多い郡はマルトノマ郡（郡庁所在地ポートランド、735,334人）、ワシントン郡（同ヒル
ズボロ、529,710人）、クラカマス郡（同オレゴンシティ、375,992人）などで、ほとんど州の北西
側に集中している。面積の広い郡はハーニー郡（郡庁所在地バーンズ、10,135平方マイル）、マル
ヒア郡（同ベイル、9,888平方マイル）、レイク郡（同レイクビュー、8,136平方マイル）などで、お
おむね州の南東側に偏在しており、人口はハーニー郡7,422人、マルヒア郡31,313人、レイク郡7,895
人などと少ない（数字はいずれも2010）。
　アメリカ合衆国の多くの州における郡は、日本の郡と異なり行政上の重要な単位である。オレ
ゴン州の各郡も、郡庁所在地（カウンティシート）に庁舎を置き、郡民の選挙で選ばれる郡委員
（コミッショナー）の指揮のもと各種の行政サービスを提供している。郡委員の定数は、例えば州
最大のマルトノマ郡の場合５名（議長を含む）、州南部の中心ジャクソン郡の場合３名である。行
政サービスには保健・福祉、司法・治安（ただし地区検事、郡保安官はその他役職者とともに別
途選挙により選出）、選挙管理などが含まれる。身近なところでは公共図書館の多くは郡立である。
またアメリカ独特の制度として、例えば公共交通機関の運営といった特定の行政サービスのみを
行うディストリクト（特定目的地区）があるが、そのサービス地域の境界も郡境と重なることが
多い。郡行政の財源は、オレゴン州には州税としての売上税がないため、大半を財産税および営
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業所得税によっている。
　各郡は通例、複数の市により構成される。オレゴン州の最大都市はポートランド（マルトノマ
郡）で人口は583,776人であるが、ポートランド都市圏全体では2,226,009人に達する。第２位はユー
ジーン（レーン郡）で156,185人、第３位は州都セイラム（マリオン郡）で154,637人である（数字
はいずれも2010）。これら３大都市は、ポートランドがウィラメット川の下流（コロンビア川との
合流地点）、ユージーンが上流、セイラムが中流にそれぞれ面しており、オレゴン州におけるウィ
ラメットバレーの重要性を示している。
　ポートランドはもともと白人開拓者の間でクリアリング（林間空地）と呼ばれていたが、1845
年、所有者のフランシス・ペティグローブ（1812-87）が共同出資者のエイサ・ラブジョイ（1808-82）
と同地の命名権を賭けてコイン投げの勝負を行い、その結果ペティグローブが勝ったことから出
身地のメイン州ポートランドに因んで名づけたものである。なおラブジョイが勝っていたら、同
じく出身地の名をとってボストンと名づけていただろうといわれる。1851年に市制を施行した後、
河港として急速に発展し、現在では製造業、各種専門職、金融・保険等の集積により名実ともに
州経済の中心地となっている。市政はサム・アダムズ市長（民主党、在任2009-）と４人の市委員、
１人の会計検査官が運営する。
　ポートランド市役所とは別に、ポートランド都市圏のクラカマス、マルトノマ、ワシントン3郡
にはメトロと呼ばれる独立した広域行政組織がある。住民の直接選挙で選出される評議会のもと、
複数の郡や市にまたがる課題に取り組む全米でも他に例をみない組織である。草創期の1970年代、
メトロはトム・マッコール知事率いる州政府と連携しながら、都市成長境界線（UGB）を定めて
無秩序な開発に歯止めをかけるなど先進的な土地利用計画を担った。このグロースマネジメント
（成長管理）政策は、1980年代後半以降の都市計画理念であるニューアーバニズムや、近年全米へ
の広がりを見せるスマートグロース（賢明な成長）政策の先駆けになったとされる。その重点は、
持続可能性（サステナビリティ）、職住近接で効率的な都心（コンパクトシティ）の形成、郊外開
発の抑制、公共交通指向型開発（TOD）などである。1997年にメトロ成長管理局長の任にあった
ジョン・フレゴネシは、ポートランドの都市計画策定にあたって州南部アッシュランドでの経験
が役に立ったと語っており、成長管理という政策思想の形成にオレゴン州の風土が与えた影響は
大きい。なおメトロはその他、交通、廃棄物処理、公園など生活の質に関わる広範な分野に取り
組みを広げてきている。ポートランドはバス・鉄道、自転車、徒歩など自動車以外の交通手段で
生活が可能な全米でも数少ない都市となっているが、これもその成果の１つである。
　ユージーンは、人口でセイラムを下回ったごく短い期間（2005-07）を除いて、長くオレゴン州
第２の都市としての地位を保っている。オレゴン州の太平洋岸中央部に位置するレーン郡の郡庁
所在地であるが、市域は海岸から約50マイル離れている。高水準の研究大学として有名なオレゴ
ン大学（州立）のキャンパスを抱え、周囲は美しい自然に恵まれている。世界的なスポーツ関連
企業ナイキの創業の地であり（現在の本社はビーバートン近郊）、市民の間では芸術や野外活動、
環境問題への関心が高い。芥川賞など多数の受賞で知られる作家、大庭みな子（1930-2007）はオ
レゴン大学で日本文学を講じたことがあり、その時のユージーンでの暮らしなどを後に『オレゴ
ン夢十夜』（全集ほか収録）に綴っている。
　セイラムは、オレゴンがまだ準州であった1851年にオレゴンシティから準州政府が移転してき
て以来、変わることなく州政治の中心的な舞台となっている。市の人口はオレゴン州第３位であ
るが、セイラム都市圏としては390,738人（2010）とポートランド都市圏に次ぐ第２の規模である。
州議会議事堂や州政府庁舎のほか、アメリカ西部で最も早く1842年に創立されたウィラメット大
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学（私立）など複数の大学が立地する。ウィラメットバレーのほぼ中央に位置し、ポートランド、
ユージーンからそれぞれ自動車を使って１時間前後で到達でき、各地からの容易なアクセスとい
う州都に望まれる条件を満たしている。
　これら３大都市のほかに人口でオレゴン州の上位に位置する市は、グレシャム、ヒルズボロ、
ビーバートン（ポートランド都市圏）、スプリングフィールド（ユージーン都市圏）、コーバリス
（セイラムとユージーンの中間）など、ウィラメットバレーの中で３大都市圏に含まれるか接して
いるものが多い。それ以外で大きな市としてはベンド（デシューツ郡）、メッドフォード（ジャク
ソン郡）が挙げられる。ベンドはオレゴン州中部の中心都市で人口は76,639人（2010）、乾燥した
高原地帯とポンデローサパインの森に囲まれ観光を主な産業とする市である。メッドフォードは
州南部ローグバレーの中心都市で、市単独の人口は74,907人（2010）であるが、大学と演劇祭の
町アッシュランドや観光地ジャクソンビルといった個性的な市を近郊に持ち、都市圏全体の人口
は約20万人とベンドを上回る。
　これらの市のほかに、一定の人口があっても市が組織されていない非法人地域と呼ばれるコ
ミュニティが各地に存在する。奇妙な地名で有名となったボーリング（クラカマス郡）や州南部
のホワイトシティ（ジャクソン郡）はその例である。これらの地域には市役所がないため、郡や
各種ディストリクト（特定目的地区）が行政サービスを提供する。
過去の政治家
　現役を退いて久しく、あるいは世を去った今もオレゴン州の人々の記憶に深い印象を残す何人
かの政治家がいる。彼らの経歴や人生を振り返ることにより、オレゴン州の政治・行政、さらに
はそれに関わる人々の文化を知るための１つの手がかりとすることができる。
　ウェイン・モース（1900-74）は、オレゴン大学法科大学院教授、同研究科長を経て1945年から
69年までオレゴン州選出の連邦上院議員を務めた。1964年８月アメリカ軍の艦艇が北ベトナム軍
に攻撃されたといういわゆるトンキン湾事件で全米が愛国熱・戦争熱に浮かされる中、アメリカ
軍の本格参戦を認めるトンキン湾決議が連邦議会に提出された。同決議は下院で416対０、上院で
88対２の圧倒的多数で採択されたが、モースは上院議員の中でアーネスト・グリーニング議員（ア
ラスカ州選出、在任1959-69）とともにただ２人反対票を投じた。大勢に流されない気骨の人とし
て知られ、「炎のウェイン・モース」と呼ばれた。なおトンキン湾事件はその後1971年になって事
実でなかったことが判明した。
　トム・マッコール（1913-83）は、新聞記者やニュースキャスターなどジャーナリズムでの経験
を積んだ後、1967年から75年までオレゴン州知事を務めた。前述のようにボトル法やグロースマ
ネジメント政策を導入したほか、ウィラメット川の浄化や海浜の保全など主として環境問題の分
野で先駆的な業績を残した。ポートランド市内のウィラメット川沿いで多くの市民の憩いの場と
なっているトム・マッコール河岸公園は彼の名をとって名づけられたものである。因みに、今も
多くのオレゴン州民が冗談半分、本気半分で引用する「何度でも私たちの州を見に来て下さい。こ
こは楽しみの多い州です。でも、どうかお願いですから引っ越して来ないで下さいね」という言
葉は1971年にマッコールが語ったものとされている。ただしマッコール自身も他州（マサチュー
セッツ）からの移住者である。
　マーク・ハットフィールド（1922-2011）は、1967年から97年までオレゴン州選出の連邦上院議
員を務め、軍事・外交政策について穏健派としての立場を貫いた。その背景には太平洋戦争で海
軍兵士として硫黄島と沖縄の戦いに参加し、また戦後広島を訪れて被爆の惨状を目撃した経験が
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あったといわれる。1970年にはジョージ・マクガバン上院議員（在任1963-81）とともにベトナム
米軍撤退を共同提案し、また冷戦さなかの1980年代にはエドワード・ケネディ上院議員（在任
1962-2009）とともに核凍結運動の先頭に立った。高潔な人柄とも併せて「セント・マーク（聖マ
ルコ）」の愛称で呼ばれ、現職時はもとより退任後も広く尊敬を集めた。例えば2006年12月、当時
オレゴン州選出の連邦上院議員だったゴードン・Ｈ・スミス（在任1997-2009）は上院本会議の席
上で、前任者として特にハットフィールドの名を挙げ、その範に倣うとして異例のイラク戦争反
対演説を行った。
　ニクソン政権（在任1969-74）が南部戦略を採用する前の1960年代には、民主・共和両党の理念
的・政策的色分けが現在ほど鮮明でなかったとはいえ、この３人がいずれも一般には保守的とさ
れる共和党の党員であったことも注目に値する（ウェイン・モースのみ後に無所属を経て民主党
に移籍）。時代を超えた見識を持ち、党派に埋没しないマーベリック（一匹狼）としての生き方を
貫く政治家をこの州の人々は敬愛し支持してきたのである。
経済
　2010年のオレゴン州の州内総生産は1,815億ドルで、アメリカ合衆国の国内総生産（14兆3,888億
ドル）の1.26パーセントに相当し、全米50州の中で中位に位置する。個人所得は1,378億ドル、１
人当たり個人所得は３万5,906ドルで、全米の３万9,791ドルよりやや低い。一方、2010年1〜12月
の州内の失業率は10.2〜11.0パーセントで推移した。同時期の全米の失業率が9.3〜9.9パーセント
であったのに比べてやや高く、建設・不動産、製造業など不況の影響がオレゴン州ではとりわけ
深刻に表れているものとみられる。
　州内総生産の内訳は次の通りである。まず民間産業と政府関係に二分すると、前者が1,599億ド
ル（88.1パーセント）に対し後者は217億ドル（11.9パーセント）となっている。民間産業の上位
５業種は製造業（469億ドル）、不動産・レンタル・リース（234億ドル）、保健医療・社会扶助
（139億ドル）、卸売（101億ドル）、小売（88億ドル）である。製造業の中で耐久消費財が421億ド
ル、さらにその中でコンピュータ・電子機器製造が360億ドルと大きな比重を占める。政府関係で
は連邦政府（文民・軍）が44億ドルに対し州政府・地方政府が173億ドルとなっている。地方政府
は一般に郡・市などを指す。
　オレゴン州では州木でもあるダグラスファーのほかポンデローサパインの森林が広く分布し、
伝統的に林業が盛んであった。現在でもクリスマスツリーの生産高では全米第１位である。しか
し、ニシアメリカフクロウの絶滅危惧種指定にともなう伐採制限（1990）など自然保護意識の高
まりや南部諸州の林業の発展から、林業の地位は相対的に低下している。ことに伐採制限の影響
は大きく、1990年からの５年間で林業関連の雇用は約20パーセント減少した。なおオレゴン州林
業における施業規制とそれに伴う関連産業の再編については大塚生美著『環境時代のオレゴン州
林業』（東京・日本林業調査会、2010）に詳しい。
　オレゴン州の農業（林業を含む）生産額は2010年の推計値で約44億ドルに達し、その内訳は、
ウィラメットバレー北部に集中する温室農業（6.67億ドル）、州東部から南部にかけての牧牛（4.94
億ドル）や干し草（4.73億ドル）、州北部の小麦（4.42億ドル）、酪農・乳製品製造（4.15億ドル）
などとなっている。オレゴン州が生産高で全米第１位を占める農産物には、牧草などの種子、ブ
ラックベリー・ボイセンベリーなどベリー類、ヘーゼルナッツ、ペパーミントなどがある。ワイ
ン用ブドウ、ホップ、ナシなども上位に位置する。当地を「ベリーの都」とする表現も地元レス
トランのメニューなどに見られる。
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　オレゴン州の公式ステートフェアは毎年、８月下旬からレイバーデーの祝日（９月の第１月曜
日）頃にかけて州都セイラムのフェアグラウンドで開かれる。また各郡では７月から８月にかけ
てカウンティフェア（一部では９月から10月にハーベストフェアも）が開催され、地域の農民に
よる農産物の展示や牛・羊の品評会を中心に、地元産ビール・ワインの試飲会、手工芸品の展示、
コンサート、種々の競技など多彩な催しで賑わう。また毎年10月から11月にかけて州全域で実施
されるオレゴンバウンティ（収穫祭）では、多数のマイクロブルワリー（地ビール醸造所）やワ
イナリーが参加するほか、各地のレストランで州の食材を使った料理が提供され、訪れる者にオ
レゴンの大地の豊かさを実感させる。
　製造業では、かつては製材や紙パルプなど林業関連が主流であったが、1970年代以降はハイテ
ク関連が増えてきている。ポートランド南西のビーバートンに本社を置く計測器メーカーのテク
トロニクスは一時期州最大の企業であった。またこのビーバートンから西方のヒルズボロにかけ
ての地域には、世界的な半導体メーカーのインテル（本社カリフォルニア州サンタクララ）が３
つの大規模施設をはじめとする多数の拠点を有し、関連分野の新興企業群とも合わせてシリコン
フォレストと呼ばれる電子・情報産業地域を形成している。この地域は2001年のドットコムバブ
ル崩壊で打撃を受けたが、徐々に回復しつつある。
　その他の著名な企業としては、前述のナイキとアウトドアウェア製造・販売のコロンビアスポー
ツウェアがビーバートン近郊に本社を構え、また果物など通信販売と各種高級ギフトで知られる
ハリー＆デービッドがオレゴン州南部のメッドフォードに本社・工場と果樹園を所有している。こ
こでも不況の影響は厳しく、ハリー＆デービッドは2011年３月に連邦破産法第11条の適用を申請
したが、同年９月には再建の完了が報じられた。
　観光も重要な産業である。州最大都市のポートランドはローズシティの別名で知られ、市内に
多くのバラ園があるほか、毎年６月に開催されるローズフェスティバルは大規模なパレードをは
じめ種々の催しで賑わう。州南部アッシュランドで毎年２月から11月にかけて開催されるオレゴ
ンシェークスピアフェスティバルは、1935年以来の長い歴史を持つ質の高い演劇祭であり、カリ
フォルニアなど他州はもちろん海外からも観客を呼び寄せている。オレゴン州はまたコロンビア
渓谷、クレーターレイク国立公園、オレゴンコーストなど自然美に恵まれ、ラフティングやハイ
キングの適地も多数存在する。変わったところでは、州南部ゴールドヒルのオレゴンボーテック
スは超自然現象の名所として知られている。
交通
　州経済を支える基盤の１つに整備された交通網がある。ポートランド国際空港（PDX）は年間
約1,319万人の乗降客と約20万トンの航空貨物（いずれも2010）を扱うオレゴン州最大の空港であ
る。ユナイテッド航空、デルタ航空など13の航空会社が乗り入れ、州内や全米各地のほかカナダ
（バンクーバーとカルガリー）、ヨーロッパ（アムステルダム）、日本（成田）の海外４都市との間
にノンストップ路線を持つ。このうち成田路線は2004年に旧ノースウェスト航空が就航（正確に
は再開）し、合併に伴いデルタ航空が引き継いで今日に至っているもので、日本からオレゴン州
に直行する唯一の旅客路線である。州第２位のユージーン空港（EUG）は年間乗降客約75万人
（2010）で、４社が乗り入れ、ポートランド、サンフランシスコなど主として西海岸の各都市との
間を結んでいる。州南部の交通拠点、ローグバレー国際メッドフォード空港（MFR）は年間乗降
客約64万人（2010）で、ホライゾン航空のほかユナイテッドエクスプレス（スカイウェスト航空
が運航）とデルタコネクション（同）などが乗り入れ、同じく西海岸の各都市との間を結ぶ。国
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際空港という名称ながら海外との直通旅客路線はないので、サンフランシスコ国際空港（SFO）
などで国際線と乗り換えることになる。これらに加え、州中部に位置し年間乗降客約47万人（2010）
のレドモンド市営空港（RDM）の合わせて４つが、オレゴン州で年間乗降客数が10万人を超える
空港である。その他ノースベンド、クラマスフォールズなどに小規模な空港がある。
　アメリカ合衆国の重要な道路網として、全土を縦横に結ぶ総延長75,932キロメートルの州間高
速道路（インターステートハイウェイ）網がある。オレゴン州にはその中で５号線、82号線、84
号線の一級州間高速道路と、５号線に接続する105号線（州道126号線と共用）、205号線、405号線
の二級州間高速道路が存在している。これらのうち最も重要なものはI-５の略称で呼ばれる州間
高速道路5号線である。I-５はアメリカ西海岸をカナダ国境からメキシコ国境まで南北に縦断する
長大な幹線道路であり、その総延長は2,223キロメートル、オレゴン州内だけでも496キロメート
ルに及ぶ。この間ポートランド、セイラム、ユージーンの州３大都市圏のほか、州南部の中心都
市メッドフォード、その南東のアッシュランドを通過する。ポートランドから北上して州境を越
えればバンクーバー、オリンピア、シアトルなどワシントン州の主要都市に、またアッシュラン
ドから南下して州境とシスキュー山脈を越えればサクラメント（80号線経由でサンフランシス
コ）、さらに南下すればロサンゼルス、サンディエゴなどカリフォルニア州の主要都市に達する。
基本的に無料であり、通勤通学、旅行、貨物輸送など人々の生活はこの道路から多大な恩恵を受
けている。
　オレゴン州の鉄道は、他の多くの州と同じく貨物輸送において大きな役割を果たしている。ア
メリカ合衆国の最大手貨物鉄道（一級鉄道）７社のうちユニオンパシフィック鉄道（UP）とBNSF
鉄道が州内に長大路線を有するほか、中小貨物鉄道（ショートライン）が20数社存在する。旅客
輸送としてはアムトラック（AMTK、全米鉄道旅客公社）の運行するアムトラック・カスケーズ
（バンクーバー・ユージーン間、１日数往復）、コースト・スターライト（シアトル・ロサンゼル
ス間、１日１往復）、エンパイア・ビルダー（シカゴ・ポートランド/シアトル間、１日１往復）
の3路線がオレゴン州内に乗り入れ、それぞれポートランド駅などで旅客扱いを行う。ポートラン
ド都市圏ではMAXライトレールとポートランド・ストリートカー（路面電車）、通勤路線のウェ
ストサイド急行鉄道（WES）が自動車に代わる交通手段を提供し、都市計画を支える主要な柱の
１つとなっている。このほかマウントフッド鉄道（フッドリバー郡）など観光を主たる目的とす
る鉄道が州内各地に点在する。なお、アムトラック・カスケーズ路線の線路改良による高速化が
提案されている。
　オレゴン州にはオレゴン公共港湾協会（OPPA）に加盟する港が23あり、企業や住民の商用・
余暇需要に応えている。そのうち最大のものは、ウィラメット川とコロンビア川に面する河港の
ポートランド港である。４つの埠頭を擁し、道路や鉄道などとの接続により利便性が高く、オレ
ゴン・ワシントン両州の1,000社以上の企業に利用されている。同港の2010年の取扱貨物量は2,595
万小トンで全米149港中第28位にランクされ、その内訳は外貿貨物（輸入）が347万小トンで第38
位、同（輸出）が1,430万小トンで第11位、内貿貨物（移出入）が818万小トンで第34位となって
いる。全米最大かつ世界でも有数の小麦輸出港であり、輸出品目としては小麦、化学炭酸ソーダ、
炭酸カリウムが、また輸入品目としてはセメント・骨材、鉄鋼、自動車が上位を占める。なお同
港を管理するポートランド港湾局は州知事指名の理事会により運営される行政機関で、ポートラ
ンド国際空港も併せて管理下に置いている。ポートランド港に次ぐ第２の規模の港は太平洋に面
する海港のクーズベイ港で、取扱貨物量は159万小トンで全米第115位にランクされる。同港はオ
レゴン州の林業が隆盛を極めた1900年代中頃には「世界最大の木材積出港」と称された。
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教育とメディア
　アメリカ合衆国の多くの州と同じように、公立の初等中等教育の運営は、ディストリクト（特
定目的地区）の別種である学校区に委ねられている。そのあり方は多様であるが、オレゴン州に
ある約200の学校区の中で最大のポートランド公立学校群（PPS）を例にとると、1851年創立のこ
の学校区では幼稚園から高等学校まで約80の学校とその他の教育プログラムで約４万6,000人の
生徒が学び、約3,000人の教員など6,000人を超える職員が働いている。2010-11年度の予算は６億
3,648万ドルで、収入の大半を税収と州・連邦資金など公的資金によっており、支出の52パーセン
トを教育、35パーセントを支援業務に充てている。意思決定機関は教育委員会で、教育長１名と
公選の教育委員７名のほかオブザーバーの生徒代表1名で構成される。アメリカでは都市部の公立
学校は人種問題や貧困などの要因により不利な条件を抱えていることが多いが、その中でポート
ランド公立学校群は年次全州テストの主要科目においてほぼ常に州平均を上回る成績を収めてい
る。
　オレゴン州の州立大学は７つあり、オレゴン大学システムを構成している。オレゴン州立大学
（OSU）は州都セイラム南方のコーバリスに本部を置く研究大学で、アメリカンフットボールや
野球などの運動部はビーバーズの愛称で州民に親しまれている。井上純子著『オレゴン子連れ留
学－女性記者奮戦記』（東京・産経新聞出版、2005）は同大学への留学の記録である。ユージーン
に本部を置くオレゴン大学（UO）は建築家クリストファー・アレグザンダー（1936-）による美
しいキャンパスで知られ、その思想や整備過程は同氏の著書『オレゴン大学の実験』（東京・鹿島
出版会、1977）に詳述されている。運動部の愛称はダックスで、ビーバーズとはライバル同士で
あり、両者のアメリカンフットボール年次試合は「オレゴン内戦（シビルウォー）」と呼ばれ多く
のファンの熱狂を誘う。オレゴン大学は戦前日本の外務大臣、松岡洋右（1880-1946）が青年時代
に留学した大学でもある。ポートランド州立大学（PSU）はポートランド都市圏に立地し、地域
社会に基盤を置く教育（サービスラーニング）を重点的に導入していることで有名である。これ
ら３大学とラグランドの東オレゴン大学（EOU）、クラマスフォールズのオレゴン工科大学
（OIT）、アッシュランドの南オレゴン大学（SOU）、モンマスの西オレゴン大学（WOU）がオレ
ゴン大学システムの加盟大学であり、その他に提携大学としてポートランドのオレゴン健康科学
大学（OHSU）がある。
　短期大学に相当するコミュニティカレッジは州内に17あり、州立大学との共同キャンパスを設
けるなど他組織とも連携しながら、職業訓練、４年制大学への編入、生涯教育など多彩な教育サー
ビスを提供している。全体的な傾向として、コミュニティカレッジの学生の人口構成は４年制大
学に比べ多様である。州立大学、コミュニティカレッジとも近年の景気後退と厳しい財政事情を
受けてスタッフ・コース削減や授業料改定など影響が出ており、これに反対する学生が各大学キャ
ンパスで抗議集会を開いたり、州都セイラムでデモ行進を行って州議会に予算削減の撤回を求め
る（2011年４月）などの動きもみられる。
　南隣のカリフォルニア州と異なり世界的に知られた大規模私立大学はないが、前述のように西
部最古の伝統を持つウィラメット大学（セイラム）や、少人数クラスなど特色ある教育のルイス・
アンド・クラーク大学（ポートランド）、卒業生の博士号取得率の高さで知られるリード大学（同）
といった全米でも上位にランクされる教養系私立大学が存在する。
　オレゴン州では全国紙『USAトゥデイ』のほか、『ニューヨーク・タイムズ』や『ウォールス
トリート・ジャーナル』のような全国的有力紙も広く販売されており、容易に入手して読むこと
ができる。しかし、オレゴン州を代表する新聞といえば『オレゴニアン』であろう。1850年創刊
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（当時は週刊）の日刊紙でポートランド市内に本社を構え、同都市圏とそれに隣接する各郡で戸別
配達のサービスを行っているほか、州内のその他の地域でも書店や食料雑貨店、街頭の自動販売
機などで入手できる。発行部数は約30万部といわれ、カリフォルニア州の『サンフランシスコ・
クロニクル』やワシントン州の『シアトル・タイムズ』とほぼ同程度である。『オレゴニアン』の
報道・論説の質は高く評価されており、1999年から2007年までの間にピュリツァー賞を５回受賞
している。その他の新聞としてはユージーンなどレーン郡の『レジスタ ・ーガード』、州都セイラ
ムの『ステーツマン・ジャーナル』、メッドフォードなど州南部の『メイル・トリビューン』と
いった日刊紙が各地で発行されている。また、ポートランドのオルタナティブ紙『ウィラメット・
ウィーク』をはじめとする週刊紙もあり、地元ニュースを中心に主として若い世代向けの情報を
伝えている。
　ポートランド都市圏に本拠を置く主なテレビ局としてはKATU（チャンネル２、ABC系列）、
KOIN（同６、CBS系列）、KGW（同８、NBC系列）、KOPB-TV（同10、PBS系列）、KPTV（同
12、FOX系列）などがあり、全国ネットワークの番組とともに独自制作のローカル番組を視聴者
に届けている。同様にユージーン、メッドフォードなどその他の都市圏もそれぞれ主要全国ネッ
トワークの加盟局群によってカバーされている。またケーブルテレビのサービスを利用すれば、こ
れらに加えてCNN 、MSNBC、FOXニュースといったニュース専門局のほか、映画・ドラマ、ス
ポーツ、料理など多数の専門チャンネルを視聴することができる。
日本との関わり
　オレゴン州の日本に対する輸出は13.67億ドル（2010）で、中国、マレーシア、カナダに次いで
第４位である。2007年には14.70億ドルでカナダに次いで第２位であったが、2008年には20.06億ド
ルで第3位、2009年には12.96億ドルで第４位と、この間金額では変動が大きく、順位は後退して
いる。一方、日本からの輸入は31.86億ドル（2010）で第１位である。金額では2008年の38.29億ド
ルから減少したが、順位は第１位を維持している。
　オレゴン州政府は1984年から東京都港区に駐日代表部（JRO）を置いて貿易・投資や観光の促
進に注力しており、日本語によるウェブサイトも開設している。2011年９月にはキッツハーバー
知事を団長とするビジネス使節団が日本、韓国、中国を訪問したが、このうち日本では９月12〜
14日の３日間にわたり駐日アメリカ大使館、外務省、デルタ航空、パナソニック、関西経済連合
会、三洋電機、東洋炭素などと会合を持った。この間の13日には、オレゴンワインフェア（同年
３〜４月）で最優秀店に選ばれた店を知事自ら表彰した。　
　ポートランド都市圏には約140社の日本企業が進出しており、そのうち70数社がポートランド日
本人商工会（設立1982、前身はポートランド商社会）を組織している。同商工会はポートランド
日本人学校（補習授業校）の運営、日本文化・日本語の普及、会員相互の親睦という３つの目的
を掲げて活動している。参加企業は通信・サービス、商業、食品、電気製品、倉庫・運輸など多
岐にわたるが、例えば敷島製パン株式会社（パスコ）が1996年にポートランド市内に建設した大
規模な冷凍生地工場は、日本のベーカリー事業者向けの冷凍パン生地の生産を行っており、同社
にとって神戸工場と並ぶ重要な拠点である。
　ポートランド日本人商工会はその名称が示す通り在住日本人の団体であるが、より包括的な友
好団体としてオレゴン日米協会（JASO）がある。同協会は日本とオレゴン州（ワシントン州南
西部を含む）のビジネスや教育・文化交流、相互理解の促進をめざす非営利組織で、1907年創立
の長い歴史を持ち、日本とアメリカの双方から約200社の企業と300人超の個人が会員として参加
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している。ビジネス関連のコーポレート・ブリーフィングや各種セミナー、毎年９月の「フェス
ティバル・ジャパン」など大規模イベントのほか種々の交流行事も実施しており、中でもボラン
ティアが地域の小学校を訪問して現代日本の姿を紹介する「ジャパン・オン・ザ・ロード」プロ
グラムは各地で好評を博している。日米の女性が様々な行事や趣味を通じて親睦を深める「トモ
ダチカイ（友達会）」も行われている。
　前述のオレゴン州と富山県、ポートランドと札幌市のほか、ユージーンと静岡県掛川市（提携
1979）、セイラムと埼玉県川越市（同1986）など州内の20余りの市が日本の市と姉妹都市の関係に
ある。またポートランド港と千葉港は姉妹港（同1980）である。汐留には株式会社M･R･Sの「オ
レゴンバー＆グリル」があり、都心の眺望とともにオレゴン産食材による料理を提供する。名古
屋市名東区に本社を置く株式会社アールアンドエイインターナショナルナゴヤは、オレゴン州の
名人のレシピによるチーズケーキを「スイートオブオレゴン」と銘打って名古屋のほか東京でも
販売している。オレゴン州ポートランドに本社のあるコーヒー焙煎メーカーのボイドコーヒーは
東京、神奈川などでカフェを展開する。
　オレゴン州に滞在・居住経験を持つ日本人による書物は、既に触れたもの以外にも多数ある。例
えば、吉村はんな著『オレゴン四季物語』（東京・駿台曜曜社、1999）は長期にわたりユージーン
に住んだ著者が同地の自然と生活をイラストとともに綴ったエッセイである。江頭芳美著『オレ
ゴンからオギャー!!』（東京・新風舎、2004）は東京出身の主婦である著者による出産体験記であ
り、海外での出産を控えている人のためのアドバイス集を含む。渡辺葉著『樹のあるところに、住
みたくなったから。－オレゴン州ポートランドのゆるやか暮らし』（東京・二見書房、2007）は舞
台女優の経験を持つ著者がポートランドでのスローライフを写真とともに綴ったエッセイである。
青木貞子著『サッコ先生の還暦オレゴン記』（東京・幻冬舎ルネッサンス、2008）は元高校教師の
著者がポートランドの高校で日本語教師として過ごした１年間の記録である。旺麗言舎編『情熱
夢大陸オレゴン』（東京・アイシーメディックス、2010）はオレゴン大学留学経験者からベンチャー
ビジネス経営者まで、オレゴン州と様々な関わりを持つ人々によるエッセイ集である。オレゴン
州北・中部に比べ南部に住む日本人は少なく、日本語による情報としてはRichter香子著『海外
セカンドライフ オレゴンの静かな森から』（東京・新風舎、2007）が貴重な例である。
※ 外国の地名・人名の正確な発音を知ることは難しい。一般的なもの以外で調べても分からなかっ
たものは綴りからの推測によらざるをえなかった。ご教示をお待ちしたい。
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矢野　正昭
インテル（オレゴン州）　http://www.intel.com/content/www/us/en/corporate-responsibility/
intel-in-oregon.html
シェークスピアフェスティバル　http://www.osfashland.org
ポートランド国際空港　http://www.portofportland.com/PDX_Home.aspx
ユージーン空港　http://www.eugene-or.gov/index.aspx?nid=173
ローグバレー国際メッドフォード空港　http://www.co.jackson.or.us/sectionindex.asp ?section　
id=5
オレゴン州運輸局（道路・鉄道地図）　http://www.oregon.gov/odot/maps.shtml
オレゴン公共港湾協会　http://www.oregonports.com
ポートランド港　http://www.portofportland.com/Marine_Home.aspx
アメリカ港湾局協会（港湾産業統計）　http://www.aapa-ports.org/Industry/content.cfm?ItemN
umber=900&navItemNumber=551
ポートランド公立学校群　http://www.pps.k12.or.us
オレゴン州立大学　http://oregonstate.edu
オレゴン大学　http://uoregon.edu
オレゴン学生協会の集会　http://www.youtube.com/watch?v=7IKMt-_32nU
『オレゴニアン』紙　http://www.oregonlive.com/oregonian
アメリカ商務省国勢調査局（州別貿易統計）　http://www.census.gov/foreign-trade/statistics/
state/data/index.html
オレゴン州公式日本語ガイド（オレゴン州政府駐日代表部）　http://www.oregonjapan.org
ポートランド日本人商工会　http://www.shokookai.org
オレゴン日米協会　http://www.jaso.org
ウィキペディア　http://en.wikipedia.org/wiki/Main_Page
